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生 年 月　1988年12月兵庫県生まれ
最終学歴　 2013年武庫川女子大学大

学院生活環境学研究科建
築学専攻修士課程修了

業務経歴　 2013年㈱安井建築設計事
務所入社

　　　　　現在、大阪事務所設計部
●担当した主なプロジェクト
2013年　光華女子学園 1号館改修
2014年　名谷センタービル改修
2016年　KOBE須磨きらくえん
　　　　予防リハビリ計画
2017年　奥日田温泉うめひびき
2017年～ 地方独立行政法人大阪健康

安全基盤研究所等一元化施設
2019年　関空アイスアリーナ
2020年～三宮駅周辺歩行者デッキ

■青年技術者のことば

建築は「究極の一品生産」だと考

えています。建築主にとって一生

ものの買い物です。設計者は、そ

の想いの先まで汲み取り、カタチ

にすることが大切な役割と考え

ています。建築主や協働するメン

バーと対話をし、1つの建物をつ

くり育てていくことは、とても難

しいことですが、建築設計の醍醐

味でもあります。

私はスケッチ・模型に加えて、

BIMで動画やシミュレーションを

することで、根拠に基づいた設計

説明を行い、建物の付加価値を高

めています。入社より本格的に

BIMを学び、今ではコミュニケー

ションツールの1つとして利活用

しています。いい建築をつくるに

あたり、様々なシミュレーション

を重ね、複雑化する形状に対応で

き、日々進化する新しい技術に悪

戦苦闘しながらも建築設計へ取り

入れていく楽しみがあります。設

計者がBIMを武器にする意義はこ

こにあります。設計の要望や要求

に柔軟に対応でき、建築を育てて

いくことが設計者にとって大切な

役割だと考えます。

「究極の一品生産」を求めて、こ

れからも様々なことに挑戦し続け

ていきたいです。
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